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研究成果の概要（和文）：本研究は、フィジー共和国を対象として西欧ルーツのソーシャルワーク専門職教育の
伝播と、ソーシャルワーク教育を受けていない人々の支え合いによる活動について、南太平洋大学に保管されて
いる文献や実践家、教育者へのヒアリング調査を実施、その異同を分析したものである。文献からアジア太平洋
地域のソーシャルワーク教育のインディジナイゼイションの流れにあった1970年に独立したフィジーは、独立当
初から人材育成としてソーシャルワーク・ワークショップを実施していた。ニュージーランドのソーシャルワー
ク教育の影響も大きい。またソーシャルワーク教育を受けていない人々の相互扶助活動も社会開発の一環で実施
されていた。

研究成果の概要（英文）：This study analyzes the differences in the transmission of the 
Western-rooted Professional Social Work education in the Republic of Fiji, and the activities of 
people without social work education, such as supporting each other.
The research is based on literature stored at the University of the South Pacific and interviews 
with practitioners and educators. It found that there was much discussion on the indigenization of 
social work education in the whole Asia Pacific region when Fiji became independent in 1970. In the 
beginning, SPC and other international organizations conducted social work workshops as a human 
resource development program, and social work educators from Aotearoa, New Zealand, also 
significantly contributed to developing social work education in Fiji. On the other hand, mutual 
support activities for people without social work education have been implemented as part of social 
work practice.

研究分野： 国際ソーシャルワーク(社会福祉）

キーワード： インディジナス・ソーシャルワーク　国際ソーシャルワーク　フィジー

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
オセアニア圏域ではオーストラリアやニュージーランドの社会福祉研究文献は多くあるが、フィジーは地域研究
が盛んであるが社会福祉領域では文献が極端に少ない。本研究は日本国内の社会福祉研究領域で数少ない南太平
洋のフィジー共和国のソーシャルワーク教育・実践の資料である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１. 研究開始当初の背景 

アジア太平洋圏域の国々は、第二次世界大戦以降に宗主国から次々に独立した。新興国家形成時期には、西欧ル
ーツのソーシャルワーク専門職(Western-rooted Professional Social Work; WPSW)教育が伝播、実践された
(Internationalization & Indigenization of Social Work Education in Asia, 2014)。しかし伝播先の国の事情や価値
基盤は西欧（ヨーロッパ各国ならびにアメリカ）とは異なるため、WPSW 教育の内容と現実社会の摩擦を抱えつ
つ、専門職化を目指している状況が続いている(Islamic Social Work Practice : Experiences of Muslim Activities in 
Asia, 2016)。一方で、政治、経済、社会、物質、情報、人口など、社会に様々な変化をもたらしているグローバ
リゼイションの波は、ソーシャルワークにも影響を及ぼしている。もともと同じ文化的・民族的背景を共にする
人々の枠組みで実施されていたソーシャルワークが、1980 年代以降、国境を超える人々が抱える生活課題への
支援の枠組みも包含してきた。すなわちソーシャルワークの国際化(internationalization)が進んでいることが指
摘されている(Lyons, 2016)。  
 2000 年以降、国際ソーシャルワーク学校連盟(IASSW)、国際ソーシャルワーカー連盟(IFSW)は、「ソーシャル
ワークの定義」(2004)（現在は改訂され「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義（Global Definition on Social 
Work Profession）」(2014)と称す）、「ソーシャルワークにおける価値観、原則宣言(Ethics in Social Work, Statement 
of Principles)」(2004)、「ソーシャルワーク教育のグローバル基準(Global Standards for Social Work Education 
and Training)」(2004)、「グローバル・アジェンダ(Global Agenda for Social Work and Social Development 第
１回報告、以降第 3 回報告まで公開中)」(2014～)、という 4 つの文書を発表している。これらにより、ソーシ
ャルワークの業務と教育について国際的な基準と合意がなされたと見られている。 
日本のソーシャルワーク専門職教育、社会福祉士養成課程においては、グローバルな文書を取り上げ、職業とし

ての専門性を向上させる努力を続けているが、あくまでも国際社会において規定されたことについて日本国内に
伝播するにとどまっている。 
 一方で、仏教ソーシャルワークの作業定義では、専門職やプロフェションという言葉を使わず、僧服を纏った
僧侶たちが実践する活動もソーシャルワークに含んでいる(2017)。また、フィジーでは「教育を受けていなくて
も社会のために働く人がソーシャルワーカーである」という語りも見られる（松尾,2010）。さらに J. Ravulo、T. 
Malfile’o、D. Yeates が編集した Pacific Social Work(Ravulo et al., 2019)で定義された「太平洋ソーシャルワー
ク」も、仏教同様にプロフェションや職業という言葉は使われていない。S. Ramacake は、フィジーのソーシャ
ルワーク実践についてキリスト教の影響を受け入れつつ、共助に係るフィジー独自の価値観を示している
(Ramacake, 2007)。WPSW 教育がアジアの人々の生活になじみにくい理由の一つに、宗教的価値基盤の違いだ
けではなく、生活全般とその背景、すなわち文化・民族・伝統など様々な変数が存在している点が挙げられるだ
ろう。「ソーシャルワークとは専門職であり、国際的な教育基準を満たすべき」と限定している点において、専門
職でないソーシャルワークの存在の議論は国際的に十分になされていない。専門職教育に依らず、人々の生活に
深く根付いたソーシャルワークの活動（indigenous social work: 以下、「インディジナス・ソーシャルワーク」と
する）は、ソーシャルワークを専門職だけに限定する WPSW の視点への批判と、ソーシャルワークそのものの
可能性を広げることができるのではないか。インディジナスソーシャルワークの理論的研究は、国際ソーシャル
ワーク研究を遂行する手段であるとともにソーシャルワークの本質を問うものである。 

２. 本研究課題の申請時における当初の研究目的 

2014 年に採択された「ソーシャルワーク専門職のグローバル定義」では indigenous knowledge を重視し、日本
定訳ではこれを「地域・民族固有の知」としている。上記の問いに基づき、本研究では定義で特に重視されてい
る先住民の知と、その土地の人々の生活に深く根付いたインディジナス・ソーシャルワークが、伝播された WPSW
教育へ与える影響の一端を明らかにし、ソーシャルワークの定義を専門職に限る枠組みから拡張させる基礎資料



となすことを目的とする。フィジー共和国を対象とした理由として以下 4 点を挙げる。①南太平洋小島嶼国では
経済的に安定しているが国際機関や先進国からの援助を受けている開発途上国の一つであること、②イギリス連
邦の一員でありイギリス・ニュージーランド・オーストラリアの影響を強く受けていること、③キリスト教、ヒ
ンズー教、イスラム教という宗教の多様性を持ち、原住民とインドからの入植者、周辺島嶼国からの移住者とい
う複雑な人口構成をなしていること、④WPSW 教育カリキュラムを実施している南太平洋大学(University of 
South Pacific、以下 USP とする)のキャンパスが首都スバに設置されている。USP は、キリバス、トンガ、サモ
ア、ツバルなど南太平洋の 12 の島嶼国政府が運営している公立の高等教育・研究機関で、その卒業生は政府や
国際機関に就職したり、オーストラリアやニュージーランドに移住したりすることが多い。これらの理由からフ
ィジー共和国は、西欧ソーシャルワークの現地化（indigenization）の動きも見えながら、異なるベクトルを持つ
インディジナス・ソーシャルワーク活動の事例を収集することが可能な特性を持っている。日本においては特に
先行研究の少ない地域である南太平洋島嶼国のソーシャルワーク実践事例と教育カリキュラムの情報収集と分
析は、応募者が目指す国際社会福祉（ソーシャルワーク）研究方法確立に必要な要素であるとともに、日本の社
会福祉専門教育、世界のソーシャルワーク研究にも大きく貢献するものと考えている。 

３. 研究の方法：  

 本研究は研究期間を 3 年間と設定し、USP およびアジア国際ソーシャルワーク教育連盟（APASWE）の協力
を得ながら以下の 3 項目の調査を実施する。①フィジーのソーシャルワーク実践活動に関する資料の収集。日本
国内において南太平洋地域のソーシャルワーク研究は、オーストラリアとニュージーランドを別として先行研究
がみられない。本研究では、APASWE の理事会資料にフィジーの名前が現れる 1990 年代から 2020 年までの期
間を区切り、国際機関や NGO の支援により実施されたソーシャルワーク活動の報告書を収集する。②USP にお
けるソーシャルワーク教育カリキュラム・教材・実習教育に関するヒアリング調査の実施。フィジーには公立大
学が 2 校あるが APASWE 会員校は USP のみである。そこで USP の教員の協力を得ながらソーシャルワーク教
育カリキュラム、シラバス、教材、実習教育、進学率および卒業生の進路・就職先についてヒアリングし、西欧
ソーシャルワーク教育の概要と現状を把握する(2020 年度)。NGO や宗教団体など専門教育に依らない活動との
連携と西欧ソーシャルワーク教育の課題を分析する。③フィジー国内における NGO、政府系機関、宗教団体に
よるソーシャルワーク実践事例調査・分析。専門教育に依らないソーシャルワーク実践について、首都スバを拠
点とする活動団体にヒアリングを実施する。フィジーには国際社会福祉協議会(ICSW)の支部、国際ソーシャル
ワーカー連盟のメンバーのほか、日本の JICA 事務所、国連機関や国際 NGO、キリスト教会系の活動などがあ
り、これらの本部は首都スバに集中している。本研究ではスバで生活困窮者や社会的弱者への支援を展開する団
体にヒアリングを実施する。以上の調査からソーシャルワーク教育を受けていない人々の支え合いによるインデ
ィジナス・ソーシャルワーク活動事例を収集し、WPSW 教育に拠った伝播・現地化したソーシャルワーク
（indigenized social work）との異同と効果を分析、研究成果を発表する。 
オーストラリア、ニュージーランドやカナダをはじめ海外においてはインディジナス・ソーシャルワークに関

する先行研究が数多く見られるが、日本における同概念に基づく研究は未着手である。本研究を通じ、ソーシャ
ルワークの定義を「専門職」の枠組みから拡張する基礎資料となし、日本語の先行研究がほとんどないフィジー
のソーシャルワーク実践と教育の資料を収集し日本の国際ソーシャルワーク研究に寄与することを目指す。 

４. 研究の成果 

本研究は開始直前から広がったコロナ禍により当初、また、予定していた USP 教員がオーストラリアに移住し
たこと、後任教員の博士論文テーマが本研究テーマと同じインディジナス・ソーシャルワークであったこと、フ
ィジー共和国の政治体制の変化に伴い現地協力者との調整が難航したことなど、研究計画の数々の変更を余儀な
くされてしまった。しかし日本人のオセアニア地域研究者や JICA が研究に協力を快諾していただいたことによ



り、１年延長し、４年間で終了することができた。 
渡航できなかった期間の研究活動は以下のとおりである。 
2020 年度は、所属するアジア国際社会福祉研究所が毎年実施している国際学術フォーラムの企画において、

インディジナス・ソーシャルワークを問うテーマを提案、フォーラム運営の中心的役割を担った。コロナ禍によ
り学術フォーラムの開催方法がオンラインに切り替わり、２４時間リレー形式でオセアニア、ASEAN、アフリ
カ、北米圏域の研究者たちを繋ぐフォーラムを企画と運営について各国の研究者と協力しながら準備を進め、報
告した。学術フォーラムでは、オセアニア圏域の研究者にインディジナス・ソーシャルワークをテーマに発表を
依頼し、参加者との共有を図った。2021 年度は、所属するアジア国際社会福祉研究所によるアジア 4 カ国（タ
イ、ブータン、スリランカ、ベトナム）の仏教ソーシャルワーク研究ネットワークの研究者たちとの共同研究
「”Social Work Needs” and Service Providers: To whom people seek for help when no social workers (”ソーシャ
ルワークが必要な時“とサービス提供者：人々は誰に支援を求めるのか？)」の研究報告会と第６回国際学術フォ
ーラム「What Is the International Social Work with the Globalized States-Social Work?」の企画・運営の中核を
担った。コロナ禍という想定外の状況下で、ICT を使い、オンラインでの研究成果発表、ワークショップや執筆
などを進めることができた。これらのインディジナスな事例、現地化（インディジナイゼーション）の事例の検
討は、本研究テーマを補完する役割を持った。 

2022 年度以降の研究活動は以下のとおりである。 
フィジー渡航ができるようになった 2022 年 11 月にスバ市でローカル NGO「エンパワー・パシフィック」の

ソーシャルワーカーと南太平洋大学(USP)教員と面会し、最終年度のヒアリング計画の準備を始めた。また、USP
図書館に所蔵されているコレクションでフィジーのソーシャルワーク教育発足に向け開催していた研修の記録
について文献調査を行った。最終年度である 2023 年 9 月には、研究協力者としてオセアニア研究（地方自治）
専門家の大阪学院大学鴻巣玲子教授を招聘し、フィジー共和国スバ市とラウトカ市を訪問、JICA フィジー事務
所、国営高齢者ケア施設「ゴールデン・エイジ・サマンブラ」、ローカル NGO「パシフィック・リサイクル・フ
ァウンデーション(RPF)」のヒアリング、ソーシャルワーク系のローカル NGO「エンパワー・パシフィック」で
のワークショップを開催した。また、11 月にフィリピン・セブで開催されたアジア太平洋地域ソーシャルワーク
会議(IFSW(AP)/APASWE 共催）で、「How the international social work research can serve social work education 
in the Asia-Pacific Region?」と題して口頭発表を行った。 
国際社会福祉（ソーシャルワーク）研究の可能性として、インディジナス・ソーシャルワークとは何かを探求し

た本研究において、フィジー共和国のインディジナス・ソーシャルワークにいくつかの形があることが示唆され
た。フィジー共和国は、人々が長い歴史の中で国境を意識せずに海を渡って往来した歴史と、イギリスの植民地
となった歴史を持っている。フィジー共和国は、期間労働者としてインドから渡来した人々がインド系フィジア
ンとして生活しており、その人口はフィジアン系フィジアン「イタイケイ」（i-Taukei）と拮抗している(島岡, 1989)。
インド系フィジアンとイタイケイでは、異なるソーシャルワークニーズがあり、言い換えればそれぞれのインデ
ィジナス・ソーシャルワークが存在することが示唆された (株式会社国際開発センター、株式会社コーエイリサ
ーチ＆コンサルティング, 2021)。 
1970 年に独立したフィジーは新興独立国家形成と社会開発を目的に、国際機関がイニシアチブを持って人材育

成が始まった。西欧ルーツの専門職ソーシャルワーク教育は政府担当者の自発的な勉強会から関心が広がり、広
域公立大学である USP に School of Social Work が開設された(Desai, 1971)。また、ニュージーランド(ANZ)出
身の APASWE 理事が南太平洋大学教員や実践家と共同プロジェクトを実施していた期間は様々な報告書や資料
が残されていた(Bosmann-Watene et al., 2005; Kuruleca, 2005; Ramacake, 2007)。しかし、プロジェクトが終わ
ると大学に保管される資料点数も大きく減少していた。 

本研究を進める中で、インディジナス・ソーシャルワークで語られる「インディジナス」が、WPSW の視点で
あり、国連が先住民(Indigenous People)と定義する視点であること、そして仏教ソーシャルワークで語られてい



る「インディジナス」とは大きく異なることがわかった。仏教ソーシャルワーク研究が前提としているインディ
ジナスは、「２０００年前から存在している仏教が行なってきたソーシャルワークの機能を持つ『専門職によら
ないソーシャルワーク』＝インディジナス・ソーシャルワーク」である。(郷堀 et al., 2018)両者は「土地・民族
固有の」という点において似ているが、「植民地下で抑圧された人々」という限定がかけられているという点で大
きく異なる(Bhangyi, 2024)。多民族・多宗教の国で国民の多くが仏教を信じている場合、国内の少数民族に対し
ても、仏教ソーシャルワーク実践をインディジナス・ソーシャルワークと言えるだろうか。この点において、イ
ンディジナスを捉える視点はどこにあるかという議論は重要だろう。 

本研究は、日本の社会福祉学研究の中で数少ないフィジー共和国のソーシャルワーク教育の萌芽期とインディ
ジナス・ソーシャルワーク、現状について文献調査、ヒアリングをもとに遂行した貴重な記録である。4 年間の
本研究成果については、2024 年度に開催される社会福祉学会等での口頭発表と記録としてまとめるべく論文執
筆を進めている。 

今回はコロナ禍と政治情勢の変化に伴う協力者確保の限界という制約があったものの、研究を通じて交流した
現地の人々との新しいネットワークを作ることができた。この貴重な人脈を活かしながら今後もフィジー共和国
のソーシャルワーク研究を継続していく予定である。 
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